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1 930-50年代における日本の水族館での鯨類飼育

Captive  Cetaceans  at  Aquariums  in Japan  in  the  l930s-50s

宇仁義和※
Yo s h i k a z u  U N I

は じ めに

本論の目的は、日本における水族館での鯨類飼育の初期の状況を資料的に裏付けながら記述
することにある。鯨類飼育の歩みについて、水族館の本格的な歴史研究書である『水族館』では
次のように記されている。最初に鯨類を飼育したのは静岡県の伊豆半島西岸にあった中ノ島天然
水族館（現伊豆・三津シーパラダイス）で、昭和9年(1934)年にハンドウイルカを飼育、関
西では神戸市の阪神水族館で昭和10年頃にゴンドウクジラが飼育されていた。戦後はアメリカ
の大規模な飼育施設に学び、1957年（昭和32）に神奈川県藤沢市の江ノ島マリンランドが開館
してイルカのショーを演出し、現代的なイルカ飼育につながった。おなじ頃には大阪府岬町のみ

さき公園自然動物園水族館でもオセアナリウム式の大水槽でイルカが飼育された（鈴木2003：
222-233)。しかしながら同書は一般向けに書かれたものであるためか、引用文献はその一部が
示されているだけであり、一部には引用を明示しない記述も見られる。また、他の水族館に関
する包括的な書籍（鈴木・西2005、鈴木・西2010、村山・祖一・内田2010、内田・荒井・西田
2014)、1928-1968年の日本の水族館における鯨類飼育年表（中島1967)も、やはり典拠に乏し
ぃ傾向が見られる。

資 料 と 方 法

本論で用いた資料は、水族館の歴史や飼育、展示に関する論文や雑誌記事あるいは単行本や
雑誌といった出版物、水族館など施設内用の小冊子、新聞記事、絵葉書などの印刷物や写真、加
えてⅢ{Kアーカイブス学術利用トライアル研究Ⅱ「映像資料を利用した水族館展示と鯨類飼育の
歴史研究」で視聴した映像（宇仁2014）である。対象とした飼育事例は、1930年代の中之島水
族館でのハンドウイルカとミンククジラ、1 957年の江ノ島マリンランドのイルカ類、おなじく

1957年のみさき公園自然水族館のオセアナリウムによるイルカ類、そして1 930年代の阪神水族
館での小型鯨類である。

※ 東 京 農 業 大 学 オ ホ ー ツ ク キ ャンパ ス
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中之島水族館でのハンドウイルカとミンククジラの飼育

静岡県沼津市にあった中之島水族

館での鯨類の飼育に関する資料とし

て、同水族館が発行した絵葉書と便

萎（秋山泓子氏蔵）が存在する。ひ
とつは袋に「元祖天然中ノ島水族

館繪葉書／伊豆三津海岸／富士見龍

宮中ノ島天然水族館發行／電話三

津三十一番」（／は改行）と記された

5枚組のものである。このなかに、
飼育していたミンククジラやハンド

ウイルカの写真を用いた絵葉書がそ

れ ぞ れ 1 枚 あ っ た 。 ジ ャ ン プ す る ハ 鞠 … の 豚 海 ろ 寸 解 か 譜 人

ンドウイルカの写真の絵葉書には右 丞･ ' ､ツ司ジルトゾ”『(一只に本日
からの横耆きで「人語を解する海豚 ：鈍於水然疋鳥ノ中 津海漱三豆級

の一種／日本に只一頭のトルジヨツ 図1中之島水族館発行の絵葉書。
飼育池でジャンプするハンドウイルカが写された写真。

ブス」とのキヤツプシヨンが付けらキャプションは「人語を解する海豚の一種／日本に只一頭の
れ、空中にジャンプするイルカと岸 トルジヨツプス」
から手すり越しに観覧する客4人が豊惹ゞ
写されていた（図1）。ミンククジラ

1
1 弾 .

f 胡 画
h f i

〆 ， 淡 』 。 ‘われる写真で、キャプションには「我‘､ 1蕊 - : ‘ “帝 鷺 - . ､ 鰐 。 。 護国 に て始めて飼育に成功したる鯨／ ‘ ﾛ f ＃ 、 塾 ダ

：
一 醇
唾 』

鳶 鱗 鋳 ､ 溝奇観鯨の食事振り」とある。残念な §：- 誠・
" ｡ 鶏 魂 ､ 〆がら飼育場や建物などは写っていな 融

設

｜、浅鐵呼孝零"…い。写真の個体は三角形の頭部と白 § 埼
馨 軍 = 韻 ■琴 K

帯 が 目 立 つ 胸 び れ か ら ミ ン ク ク ジ ラ 酎 簿

輔 ､

〆■母1であることが明らかで、小型の個体 幽豐『のように、また痩せているように見k一二一JJ……JJ;lゞ ……"_…f､…i_……＝』:字:｜
える（図2 )。これらの絵葉書は中之鯨ろれし功戎に育濁てめ飴て隠鯛我
島 水 族 館 で ハ ン ド ウ イ ル カ と ミ ン ク リ 振 燕 食 の 鯨 観 奇
クジラが飼育されていた証拠といえ 〈 館 族水然天烏ノ中 岸 海 津三豆伊＞
る 。 図 2 中 之 島 水 族 館 発 行 の 絵 葉 書 。

飼育池で口を開けた索餌の様子が写された写真。
残念ながらこれらの絵葉書には年キヤブションは「我国にて始めて飼育に成功したる

代が記載されていない。飼育年代を 鯨／奇観鯨の食事振り」
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図3（左） 中之島水族館発行の絵葉害。飼育池に泳ぐジンベエザメの絵が描かれている。
キャプションは「中ノ島水族館内瀞泳ノ「ゑびすざめ」-長サ三間半一」

図4（右） ジンベエザメのスタンプが押された中之島水族館発行の絵葉書の宛名面

1 擬 燕

示 す

シャチと記載されて↓

記述としては、日本の鯨類学のパイオニアである小川鼎三が

のが1934年であることから（小川1973 : 32)、これらの絵葉書の発行は1934

F普｜
紛亀
・遣
盆 §

｡

。

る。

… 号

( 1 9 7 8 )が1 9 3 8年（昭和13 )としている。これ力

となる。

なお、内田(2010 : 18)が、1 934年に鯨類でI
育したとするとおり、秋山氏が所蔵する絵葉書に

島水族館内瀧泳ノ「ゑびすざめ」-長サ三間半一
ザメのスタンプが押された絵葉書もあった（図 3

戦前の発行と考えられ、発行と同時期かその前に

ミンククジラの飼育については、写真に記載された日付と見られる書き込

$た種名板に対して「トルシオップス」

§

江ノ島マリンランドでのイルカ類の飼育

「江ノ島水族館の沿革」によると、1 952年（昭和27)

水族館の建設工事を開始し､1954年7月1日に江ノ島水

これが正しければ、

中之島水族館を訪れ、

と名前を訂正するよ

まないが全長4

こはジンベエザメが飼壱

この絵葉書の発行は1938年以降

」とキャプションが付けられた作品や

iにジンベエザメが飼育されてい

年以降と考えられ

みを根拠に中島ら

うに進言した

それまで

4）。

5 m の ジ ン ベ エ ザメ を 4 ヶ 月 飼

絵葉書の発行時期を示す資料はないが、

育池で泳ぐ絵を描き

に株式会社江ノ

族館が開業した。
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き「中ノ

ジ ン ベ ェ

た こ と

島水族館が設立、翌年に

さらに｢昭和32年には、

が伺える。
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当初からの計画であったくじら類の飼育

展示のために、道路をへだてた海側にく

じら類放養池を建設し、江ノ島マリンラ

ン ド と 呼 称 して 5 月 3 日 に 営 業 を 開 始 し

た」とあり、鯨類の飼育は当初からの計
画であったことが記されている（江ノ島

水族館1979 : 148-149)。また、水族館と

マ リ ン ラ ン ド の 間 は 地 下 道 で 結 ば れて い

た（中島1960)。

マ リ ン ラ ン ド の 規 模 に つ いて は 、 ヒゲ

鯨がプールに浮かぶ絵が表紙に見える一

方、建物や飼育動物の写真が無いことか

ら開館前の印刷と思われる「世界最大

江ノ島マリンランド案内（鯨の知識)｣ (A
5 判、雨宮・西脇監修 n . d . ) では、池

の面積が長さ45m、幅25m、水深3 . 1 0 ̅

6 . 10mと記され（図5)、また開館後の

入館者向けと思われる『水族館・マリン

ランド シリーズ①江ノ島マリンラン

ド がいどぶつく」(B5判、中島1960、

w ‘ 従 業 員 手 雛

Y 、 予猟 室

s o 術 庫

施 設 の
q ー

神余111県藤沢｢撤片蝋西浜
湖南海岸公潮内
1割753.5坪

3澱 . 6 野 延 8縄 . 2 坪

造 鉄 筋 .

数 字 地 婿

さ 6 輿 0 m

ク リ ー ト

池 遮 2 階

鋒部8.00狐

1 6 . 篭 気 室

1 7 ． 蝋 沸 も 堵
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建 築 地

特 許 函 槙

建 築 面 護

v ･ 漉 鱒 澱

L 、 ザ ン プ ウ エ イ

F ・ 罪 常 厨

7 . チ ヶ ‘ ザ ｝ ･ ポ ッ ク ズ

8 ‘ 機 械 室

9 . 研 究 奪 附 観 察 ま

ド がいどぶつく」 ( B 5 判、中島 1 9 6 0 , 図 5 『世界最大 江ノ島マリンランド案内』に収録された
江ノ島マリンランドの平面図表紙や本文中には「江の島」の記載もあ

る）によるとマリンランドのサイズは長

さ45m、幅25m、深さ6m、水面積1 000m2となっている。プールは長方形ではなく楕円に近い形の

ためか、面積は長さ×幅よりも小さい算出であった。また、伊豆半島で捕獲されたイルカを江ノ

島マリンランドヘ陸送する様子を収めた映画「鯨箱根をこゆ」（企画：日活株式会社製作、協賛：

株式会社江ノ島水族館、製作：岩波映画製作所、カラー21分、1957年）には、マリンランドの
工事の様子、見取り図や施設についての紹介、そして完成後に満員の観客が見守るなかを泳ぐハ

ナゴンドウの様子も記録されている。また、当時イルカ飼育の責任者であった中島将行氏を特集

したNHKのドキュメンタリー番組「ある人生『鯨博士｣」(1965年5月23日放送）には、1 965年
当時でもイルカショーの担当は作業服にヘルメット姿の男性であること、小冊子に記載された図

面のとおり「海獣生態研究室」が設けられ、室内にはイルカ全身骨格や数種類の頭骨、中島氏が

下顎の歯槽に歯を入れていく様子が記録されていた。なお、この番組は子ども向けの書籍が刊行
されている（神戸1966)。

イルカの輸送については映画｢鯨箱根をこゆ｣のほか､NHK週間ニュース｢珍しい鯨の陸送｣(1957
年5月24日放送）でもハナゴンドウが運ばれる様子が漁港、沿道、マリンランドとともに記録

,

要
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概
一
構
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されていた。

江の島マリンランドでは、はじめミン

ククジラのようなヒゲ鯨を飼育すること

が目指されていたという（中島1994 :

199-207)。これについては、『世界最大

江ノ島マリンランド案内」の表紙には
マリンランドの絵が描かれ、プールには

長 径 の 四 分 の 一 ほ どの ヒゲク ジ ラ が 浮 か

んでおり、印刷物にまで示すほど実現に

向けて力が入れられていたことがわかる

(図6）。

みさき公園自然水族館でのイルカの飼育

みさき公園は南海電気鉄道70周年記念

事業として「自然動物園、自然水族館を
主 たる 施 設 と す る 理 想 的 な 公 園 を 建 設 し

て、 京 阪 神 に お ける 一 大 レ ク リ エー シ ョ

ンセンターとするもので」 1 9 5 7 年 4 月 1

凸一 L 匡些 l 王 止 ワリ I ・ 土 イノ o U I - H 1 呼 一 x 、 理八人三・ r コ ー r 完 成 予 定 図

史』によると､みさき公園「自然水族館は、
海岸に接した敷地一万五六○平方メートルに､オーシャナリウムと｛

オーシャナリウムは英語で海洋水族館の意味で、名のとおり、海中
類の観察ができるという、他の水族館では見られないものであった。

-ルは、上面からも側面からも魚の生態が観察できる」もので（南＃

､試みをとり入れた。

境に近い状態で、魚
設けた大小四つのプ

-ルは、上面からも側面からも魚の生態が観察できる」もので（南海電気鉄道株式会社編1985 :

300)、具体的には「オセアナリウムとして設置された大水槽のうち、イルカの飼育を目的とした
のは第3号大プールで、面積は16. 5m×26. 0m=413平米、水深2. 7m、水量1, 250トン、西側面
に1. 2m×1. 2m×厚さ3cmの観覧ガラス窓を8枚備えていた」（荒賀1960 : 1)。みさき公園自然

水族館では、側面から水中を直接見せる展示が実現していたのである。
ここでのイルカの飼育個体は1957年のハンドウイルカに始まり（中島1967)、伊豆半島西側

の安良里から採集船「みさき丸」（記述はないが「みさき公園自然水族館」の附属船舶と想像さ

れる）で40時間かけて運ばれた（堀家1975 : 121)｡

館 内 に

喜 界 最 大 可
江ノ島マリンランド案内

（ 鯨 の 矢 ロ 高 談 〉
舘 長 農学博士雨宮育作溢修；，顛 闘 ＊ 農学博士西脇昌治一

日に開園した（南海電気鉄道株式会社経 図6『世界最大 江ノ島マリンランド案内』の表紙に
描かれたヒゲクジラが浮かぶ江ノ島マリンランドの営企画室1957 : 17)。「南海電気鉄道百年 壹 命 ＝ - 画

炉

典泡

､う新し↓

海中の自然環
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阪神水族館でのコビレゴンドウとカマイルカの飼育
阪神水族 館 は 1 9 3 4 年 （ 昭 和 9 ) 3 月

に完成、 4月 1日に「陸の竜宮阪神

水族館」のキャッチフレーズで開館し

た（前田1955 : 119、堀家1975 : 98)。

写真からは石造りのヨーロッパの城郭

風の建物に見える（堀家1975 : 97)。
ここでの小型鯨類の飼育に関する記述

は、親会社の阪神電気鉄道の社史に見
られ、ゴンドウクジラの飼育は1 936

年（昭和1 l )のことで、はじめ3頭運
んで 2 頭 成 功 し 後 に 6 頭 を 運 ん だ と す

る（前田1955 : 121-122)。飼育担当の
堀家邦男の回想では昭和12年として

いるが、新聞記事によれば1 936年10

月7日に和歌山県太地から阪神水族館
の阪神丸が小型鯨類を運撤した記事が 図7 太地から阪神水族館へのゴンドウクジラの輸送を伝える新聞記事（大阪毎日新聞夕刊昭和11年10月7日）
ある（大阪毎日新聞夕刊昭和11年10

月7日、図7)。翌1937年の同日10月7日には同じ阪神丸が南紀沿岸でコバンイタダキやミノ
カサゴなどの珍魚の採集を終え帰港という記事があり（大阪毎日新聞19568号昭和12年10月7

日）、堀家の回想で「昭和12年」としているのは（堀家1975 : 108)、これとの混同があったの
かも知れない。

このゴンドウクジラの輸送は､まる1日以上かけて鯨類を輸送した最初の成功例のようである。
その方法は、海岸に立地した水族館の条件を活かし、クジラを船の甲板に寝かせ、身体をふとん
やこもで包みポンプで海水を不断にかけ、水族館の近くで輸送船からはしけに載せ換え、水族館
ではレールを敷設しておきトロッコではしけごと乗せて飼育プールに運び、トロッコからプール

にクジラを放り込むというものだった。また、餌にはイカを用いたらしく、当時の看板の写真に
は「モリモリいかを喰べてます」という一文が見える（前田1955 : 121-123)。また、分娩直後
に死亡したが出産もあった（堀家1975：109-116)。
阪神水族館での展示方法は、自然の海の入江を仕切った中之島水族館とは異なり、陸上のコン

クリートプールで飼育するものであった。その特徴として、人工的な環境での飼育技術の確保、

プール水面が地平面ではなく大人の胸付近にあり、海面飼育に比べて観察がしやすい、などの利
点を有していた。飼育されたゴンドウクジラの種については、堀家(1975 : 109-115)に掲載さ
れた写真を判読し、背びれや胸びれの形態、体長2間半(4. 5m)という大きさからコビレゴンド
ウと判断した。

る れ 入 に ル ー プ 老 齢
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小川鼎三は阪神パークを1934年8月に訪れ、兵庫県武庫郡大庄村丸崎江島（現：尼崎市南部）

で捕獲されたカマイルカ1頭が展示されているのを観察したとする（小川1973 : 37)。大庄村は、

かって兵庫県武庫郡に所属していた村であり、現在の尼崎市南西部（大庄地区）にあたる。しか

しながら、小川が記す「丸崎江島」やそれに近似した地名や島唄は現在の地図には見つけること

ができず、また、『大庄村誌』（大庄村教育調査会1942)や「武庫郡誌』（武庫郡教育会1921、復
刻版1973)にも記述が見られなかった。当該地はすでに埋め立てられた可能性が高く、また人

家のないごく小規模な島だったため自治体誌に記述されなかったのかも知れない。

なお、鈴木(2003 : 235-236)の阪神パーク水族館の写真や記述は「水族館の魚達」や『輸送奉

仕の五十年」から引用と思われる。

飼育池の変遷とその効果

1930年頃に

められ

あった

た。イルカの飼育プールの水面は地面より低く、目の高さ力

に近い位置での観察が

中之島水族館で始まった鯨類の飼育は、

ウェブ

1 9 3 6年の阪神水族館では、陸上にコンクリー

載されている(https : //hanshin-now. com/topics/100th/img/k06_2.jpg  2014年12月9日閲覧)。
1930年代の鯨類飼育での展示は、水面を上から見るか水面上に出た身体を見る展示であったの
に対し、1957年のみさき公園自然水族館のオセアナリムでは、プール側面に設けられたガラス

窓をとおして横から遊泳する姿の観察が可能となる展示となった。水中の様子が鮮明に、しかも

横から可能になったという意味で画期的な展示といえる。また、同時期に開館した江ノ島マリン
ランドでは、大規模な飼育プールを活かし、アメリカでの研修の成果も取り入れ、イルカショー

サイト「阪神ナウ」には、阪神水族館の飼育池でジャンプするコビレゴ

可能となり、

を導入した。

ジャンプなどが目の高さで見られるようになった‘

おわりに

中島(1967)で示された鯨類飼育事例のうち、下関水族館についてはNHK週間ニュース「鯨の
列車輸送～下関の水族館へ贈られるゴンドウクジラ」（1958年5月25日放送）で安良里港に飼

われているハナゴンドウが船で沼津に運ばれ、そこで汽車に乗せられ下関に向けて運ばれる様子
が記録されていたことがわかった。しかし、それ以外の事例については調べることができなかっ

た。

一方、今回の対象とした水族館に限らず、関西の水族館は古い時代の記録が少ないことが浮き
彫りとなった。これは、第二回水産博覧会による和田岬水族館、第五回内国勧業博覧会附属の堺

水族館を前身に恒久施設となった堺水族館、今回取り上げた阪神水族館など古く歴史ある重要な

水族館が現存せず、後継施設も存在していないことが直接的な原因であろう。加えて、大学研究

自然の入江を網で仕切乏

ﾄ製の飼育プールを設備した

ﾕらかなり低↓

ﾌた飼育施設で始

' 位 置 で の 展 示で

者との深い関係が関西では築かれなかったことも影響しているように

ことで視線

ンドウの写真が掲

た と え ば
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想 像される。



日本の水族館における鮪類飼育に関する歴史研究を進めるには、さらなる資料捜索が必要であ
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